
広報かでな

■予防疲覆日程衰

権　　穎 �亘左　当　名 �実施月日及び時間 �場　　所 

Ul〉11し追加及ひ1回計 �生後24【・－48ケ月 �10月18日（12：30～2：00 �中央公民蛇3臨ホール 　〃 
ク（2回目） ��1月8日（ 

ク（3匝旧） ��12郎7日（ 

インフルエンサ＝回計 �嘉手納小学校 ′ノ幼稚凪 �11月4日（l：00、4：00） � 

LZ回目） �屋　良／′ �11月18日（ 

インフルエンサll回目） �嘉手納中学校 �11月日日（l：0ト4：00 � 

（2匡】自 �屋烏′小学校 �11月25日（ 

ホリオ伸児マヒ） �生後3－48ケ月 �11月29日日2：30－2：00 � 

麻診（はしか） �生後12へ－48ケ月 �1月以降 �未　定 

D1、3期 �小学校6年生 �2月†7日HZ：3ト2：OC） �中央公民館3髄ホール 

昭和53年10月16日

編集と発行　一

転「丁　坑写　寸　的町　役場

編軋　六川l購　い日射ム鞘信

嘉　▲机叫’；・▲嘉　納椚番地
〒904－－02
℡（098976）200l・2628

g

蒜1三報一府やぬ

雷－

シ
リ
ト
ス

今
月
の
健
康
（
六
）

町
保
健
衛
生
課

や
防
接
柚
に
つ
い
て

り
≠
れ
の
悲
長
調
わ
工
よ
れ
は
、
病

院
等
を
訪
れ
る
小
児
の
巨
．
～
卜
．
．
％

は
、
k
染
作
疾
偲
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
手
で
す
　
二
の
よ
ー
ノ
な
は
凄
病
は
、
保

菌
お
か
ら
虹
技
、
あ
る
い
は
問
指
的
に

病
悼
蘭
か
・
ノ
リ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
発

H
・
」
」
・
？
も
の
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
重

度
七
も
ハ
‥
㌧
r
防
接
柚
が
あ
り
上
ふ
」
1

予
防
緩
覆
と
は

大
部
分
の
は
染
病
は
、
」
度
か
か
る

と
▲
．
度
と
H
L
病
ハ
机
に
か
か
ら
を
い
力

を
作
‥
し
㌧
え
ま
す
　
そ
の
力
を
免
疫
と

い
＝
∵
ま
す
が
、
伝
染
病
の
原
因
と
な
る

机
間
作
や
そ
の
毒
素
を
織
し
た
り
、
弱

机
た
り
し
た
物
折
目
（
［
′
ク
ナ
ン
）
を
、

人
∵
仁
的
．
ト
作
内
に
入
れ
て
、
免
疫
を
与

㌧
・
つ
い
が
「
防
接
柚
で
す

予
防
蝶
書
の
日
程
決
量
る

剛
こ
は
．
へ
′
日
よ
り
別
点
の
と
お
り

∵
　
ナ
防
指
桟
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

芯
i
∴
7
日
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

お
母
さ
ん
方
へ

近
年
、
ナ
防
接
柚
の
捕
規
や
国
政
が

増
え
、
多
少
、
わ
母
さ
ん
ガ
の
■
‖
惑
い

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
梱
類
に
よ

り
で
は
、
一
定
剛
問
を
お
い
て
放
回
様

相
す
る
も
の
も
あ
り
、
不
｛
山
賀
を
烹
り

ん
で
は
効
黒
が
半
減
さ
れ
る
ば
か
り
か

七
′
ト
無
駄
に
終
わ
る
場
へ
日
も
あ
り
ま
1

の
て
こ
注
意
ド
さ
い

通
知
を
受
け
た
ら
、
注
意
事
項
の
確

認
と
問
診
票
の
記
入
は
も
ち
ろ
ん
で
す

か
、
ナ
供
の
作
閏
や
健
頂
伏
態
に
も
留

〝
U
し
て
お
さ
ま
し
ょ
・
J

●
問
診
票
の
記
入
で
き
な
い
と
こ
ろ
や

疑
問
を
点
は
、
会
場
の
医
師
か
、
前

も
っ
て
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談

す
る

通
知
の
方
法

抜
樋
口
の
川
、
止
目
前
に
、
自
治
会

よ
り
通
t
u
吾
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

出
生
や
転
居
尊
は

鴫
日
に
届
出
i
こ
と

該
．
1
j
名
の
選
定
は
、
住
民
嬉
々
ム
‖
帳

に
基
つ
き
ま
す
の
で
、
山
里
や
転
居
；

と
が
あ
っ
た
棚
倉
、
確
美
に
届
出
な
い

と
、
通
知
が
‥
付
き
届
か
な
い
糊
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
注
芯
下
さ
い

な
わ
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
な
さ
れ

た
お
．
r
さ
ん
の
い
る
家
庭
は
、
先
は
地

で
や
け
た
♪
防
接
輔
を
確
認
す
る
必
孝

が
あ
り
よ
す
の
で
、
ハ
カ
キ
か
届
き
ま

し
た
ら
＝
叱
井
、
保
健
衛
生
課
（
叫
喚
公

艮
館
内
）
　
ま
で
こ
足
労
麒
い
ヰ
て
す

〟・

次
の
少
を
守
り
ま
し
ょ

●
′
供
の
趣
味
状
態
を

よ
′
ヽ
知
っ
て
い
る
ム

母
さ
ん
が
つ
れ
て
く

イ
Q
L

●
通
知
か
、
問
診
票
を

確
認
し
、
母
子
郎
使

保
険
手
帳
を
持
参
す

る
っ

●
受
け
た
日
と
翌
日
は
、

岨
呂
に
人
い
れ
を
い

事
が
多
い
の
で
、
そ

の
前
日
に
入
浴
さ
せ

る。
●
受
け
る
前
は
、
は
げ

し
い
運
動
を
さ
せ
を

●
官
で
体
温
を
計
っ
て

お
く
。

初
の
ナ
イ
タ
ー
陸
上

第
3
1
回
陸
上
競
技
大
会

…
八
種
目
に
大
会
新
記
録
…

町
作
存
協
会
（
比
嘉
別
盛
会
長
し
－

催
の
仲
里
．
∴
ト
・
■
回
睦
h
誠
持
入
会
か
、

九
日
二
卜
四
日
、
顔
－
納
小
小
ッ
う
　
ノ

ト
．
∵
〃
＝
∴
し
行
∵
す
わ
．
れ
ま
し
た

ケ
大
会
に
、
八
細
目
に
入
会
銅
山
録

か
出
た
も
の
の
、
瞳
技
閻
始
純
、
＝
蝋
両

∴
兄
姉
か
l
t
．
時
中
断
さ
れ
、
両
か
1

J
り
り
1
カ
J
／
■
1
便
　
峠
∴
再
閲
．

1
俺
へ
時
　
∵
、
－
日
程
を
絡
．
・
・
■
・
1
・
句
ヒ
．

・
㌧
…
凡
例
ハ
ナ
ノ
▲
ハ
γ
・
－
陀
上
七
七
日
よ

し

／

■－
．
九
、
人
余
成
ト
m
り
〕
次
J
L
一
ム
り
二
、

す。
【
男
子
l
　
　
　
　
　
【
女
子
】

．
位
－
来
い
　
　
　
　
・
∵
＝
勺
．
t

h
J
 
J
U
I
Y
▲
　
　
　
　
　
　
　
．
上
　
■
r
L
 
Y
．

・

り

一

■

●

（

　

　

　

　

　

　

・

・

．

一

卜

Ⅵ

ィ

．

【
総
合
成
■
】
　
■
u
千
畑
持
た
′
、
バ

ー
∴
日
日
・
‥
▲
、
・
J
L
∴
‥
・
．

便
順
－
・
北
■
寸

．
．
け
　
■
「
U
．
く
一

一

．

●

－

　

　

■

H

r

■

二
位
＝
南
H

住
み
よ
い
叫
つ
く
り
に
躍
進
／

屋
良
城
跡
公
l
園
建
設
事
業

緑
に
乏
し
い
町
を
緑
で
つ
つ
み
、
地
域

環
境
の
整
備
を
促
進
し
て
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
目
標
に
す
る
と
し
て
、
昭
和
五

十
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
町
民
待
望
の

屋
良
城
跡
公
園
建
豆
事
業
（
総
事
業
費
六

億
四
千
二
百
万
余
円
）
は
、
本
年
度
で
用

地
の
収
得
が
は
ば
完
了
し
、
公
理
建
設
工

事
も
順
調
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
建
設
工
事
と
し
て
は
、
前
年
度
に

展
望
休
憩
舎
（
写
東
）
を
は
じ
め
、
護
岸
、

園
内
造
成
な
ど
の
工
事
が
執
行
さ
れ
て
お

り
、
本
年
度
は
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
池
、
中
央
階
段
、
展
望
台
、
ト
イ
レ
、

水
番
場
、
ベ
ン
チ
な
と
の
施
設
が
執
行
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
屋
良
城
跡
公
園
と
し
て
完
成
す
る

の
は
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
の
予
定
で
す
。
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大型の第三保育所建設工事着工

来年3月オープン
＝児童の福祉増進を図る＝
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こ
の
は
と
、
霧
声
的
町
第
二
保
＃
所

の
建
設
上
張
が
茸
上
さ
れ
、
来
年
三
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
U

小
笠
地
内
に
、
嘩
慧
莞
竺
依
面
子

∵
一
百
万
余
日
（
う
ち
凶
随
補
助
五
九
％

県
補
助
七
％
、
町
偵
∵
．
〇
％
（
同
比
年

金
積
立
金
還
元
率
蓋
こ
　
の
邑
智
が
投

じ
ら
れ
建
設
さ
れ
る
第
二
保
＃
所
は
、

敷
地
面
積
一
九
八
五
・
二
七
や
七
メ
ー

ト
ル
、
建
築
面
積
が
九
六
九
・
八
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
、
防
音
、
冷
房
装
恵
が
完

備
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

の
モ
ダ
ン
な
建
物
で
、
」
二
〇
人
も
の

児
童
が
収
容
で
き
る
と
い
う
文
小
．
r
ど
お

り
大
規
模
な
も
の
。
完
成
す
る
と
県
内

で
も
ト
′
フ
ク
ラ
ス
の
も
の
に
な
り
ま

保
が
所
の
析
段
に
つ
い
て
は
、
急
を

嬰
す
る
問
也
と
し
な
が
ら
も
、
建
設
目

地
の
確
保
で
に
幽
艶
を
来
た
し
、
建
設

が
遅
れ
l
て
い
ま
し
た
が
、
前
年
度
、
水

釜
地
内
に
川
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
、
ヶ
国
の
椚
t
の
運
び
と
な
っ
た
も

の
で
す
し

秋
の
環
境
衛
生
月
間
実
施
中
／

町
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

－
保
健
衛
生
課
－

即
で
は
、
こ
の

人
型
保
育
所
を
は

じ
め
、
先
頃
オ
ー

プ
ン
し
、
地
域
の

．
㌣
供
た
ち
か
ら
た

い
∵
ル
葺
ほ
れ
て

い
る
水
義
兄
坑
公

岨
や
ヶ
年
度
中
に

建
設
．
㌢
走
の
侵
良

児
童
余
岨
な
と
、

町
内
の
瑞
保
應
児

童
．
h
対
し
、
必
嬰

I
b
保
護
を
一
日
・
′
と

と
も
に
、
情
操
敷

石
の
用
で
あ
る
児

蛍
公
園
を
建
設
し
、

児
崩
の
福
祉
増
進

を
囲
っ
て
い
′
、
力

射
て
さ

【■　旨】

町
民
の
す
べ
て
が
、
涌
潔
で
快
適
な

生
清
を
営
む
た
め
に
は
、
各
等
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
及
び
事
業
活

動
に
伴
っ
て
生
ず
る
産
業
廃
棄
物
が
、

極
力
再
利
用
減
i
化
さ
れ
、
か
つ
迅
速
、

適
正
に
処
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、
食
中

毒
及
び
伝
染
病
を
媒
介
す
る
恐
れ
の
あ

る
衛
牛
窓
虫
の
駆
除
が
、
有
効
に
美
施

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
〔
1
　
そ
の
美

鍼
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の
1
1
三
し
い
理

鰐
と
相
槌
的
な
偶
力
が
あ
っ
て
初
め
て

寮
効
を
挙
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
・
r
H
．
日
か

ら
二
卜
．
〓
ま
で
を
、
「
秋
の
環
境
衡

坐
り
肌
」
と
定
め
、
町
が
中
心
と
な
り

各
柚
用
件
の
組
織
活
動
を
総
合
的
に
推

進
し
．
地
域
の
美
化
、
生
活
現
場
の
浄

化
及
ひ
公
衆
衛
生
の
向
上
を
由
る
こ
と

を
目
標
に
、
全
町
的
な
美
化
沼
嗣
運
動

を
賊
閲
す
る
二
と
に
よ
り
、
項
城
彿
亘

川
心
怨
の
∴
川
糊
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る【名　称】

「
秋
の
環
境
衛
生
日
間
」

【期　間】

昭
利
九
卜
∵
一
年
十
日
－
‖
∵
－
∵
．
ト

ロ
二
か
月
間
）

【
舞
上
t
開
】

主
唱
　
素
手
納
町
報
知

後
援
　
各
区
自
治
会
、
各
‥
．
「
校
、
商

⊥
念
、
婦
人
会
、
老
人
∵
ア
ラ

ブ

協
鷲
　
差
脂
組
合
、
托
交
業
親
へ
U
、

漁
業
組
ね

【
暮
点
日
徽
】

小
　
二
み
の
減
址
化
促
進
と
草
源
こ
み

の
回
収

②
　
こ
み
の
分
別
収
眼
の
徹
底

1
3
　
‥
斉
川
川
舶
日
の
設
定

叫
　
旺
ハ
日
清
柑
日
の
設
定

ふ
　
公
衆
道
徳
の
高
槻
と
消
潔
の
保
持

㈲
　
砺
坐
骨
日
出
駆
除
の
徹
底

1
7
　
し
届
浄
化
そ
・
）
の
維
持
管
理
の
臓

8
　
椎
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
徹
底

上
下
水
道
料
金
の

自
動
支
払
い
の
お
す
す
め
′
．

・
－
水
　
道
　
株
－

町
水
道
謂
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度

の
七
日
分
（
八
月
徴
収
）
　
の
水
道
料
金

よ
り
、
町
艮
皆
様
の
便
宜
を
図
り
、
n

抱
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
料
金
の
自
動

支
払
い
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
”

こ
の
制
度
は
、
一
度
お
申
込
み
い
た

だ
く
だ
け
で
、
納
期
こ
と
の
上
下
水
道

料
金
が
、
取
引
き
先
の
金
融
機
関
の
頂

金
目
座
か
ら
自
動
的
に
支
払
い
さ
れ
、

次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す

と
う
そ
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
「

♯
こ
ん
な
に
仲
利
で
す
▲

0
　
町
役
朋
や
各
射
引
金
曲
機
関
に

出
向
か
を
く
で
も
自
動
的
に
納
付

で
き
ま
す
。

○
　
納
期
を
お
忘
れ
に
在
っ
て
も
督

促
を
受
け
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん

〇
　
二
不
在
が
ち
の
ガ
や
お
仕
事
の

忙
し
い
ガ
に
は
特
に
便
利
で
す

渥
手
続
は
山
度
だ
け
で
O
K

O
　
こ
の
制
度
を
利
〓
す
る
糊
合
い

の
手
杭
は
「
上
下
水
道
料
金
の
日

動
支
払
依
紹
元
」
を
こ
希
望
の
金

剛
錦
岡
か
町
役
場
水
道
謀
に
．
度

提
出
す
る
だ
け
で
す
。

○
　
〃
．
こ
郁
合
の
わ
る
い
場
人
目
い

の
取
消
し
は
こ
日
出
で
す

〇
　
日
紙
は
町
役
湖
水
通
謀
ま
た
は

金
融
機
関
に
備
え
て
あ
り
ま
㌻

※
納
付
1
t
日
は
底
指
金
融
機
関
へ

○
　
毎
月
の
料
金
の
納
付
代
＝
は
役
糊

か
ら
直
接
こ
指
定
の
金
融
機
関
へ

送
ら
れ
ま
す
。

○
　
握
作
目
は
原
則
と
し
て
納
期
最

終
日
と
な
り
ま
す
し

※
約
人
消
通
知
書
兼
補
収
差
は

役
場
か
ら
お
声
も
と
へ

○
　
こ
指
定
の
出
金
日
蛙
か
ら
の
振

棒
が
終
り
ま
す
と
祖
収
血
書
は
町

役
場
か
ら
お
r
許
へ
届
け
ら
れ
ま

す
し

＊
こ
利
川
で
き
る
金
曲
機
関
は

次
の
と
お
り
で
す

○
琉
球
銀
行
部
下
納
友
情

0
沖
縄
銀
行
前
r
机
支
店

○
沖
縄
相
克
銀
行
嘉
手
納
支
店

○
嘉
手
納
町
農
業
協
同
組
合

○
コ
サ
山
川
金
庫
番
f
納
出
張
所

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
役
場

水
道
諸
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（
電
誼
　
四
四
二
九
）

第
二
回
全
国
防
犯
運
動
実
施
中

強
力
な
防
犯
運
動
を
展
開

＝
嘉
手
納
盤
－
察
署
・
嘉
手
納
地
区
防
犯
協
会
1
－

第
二
l
I
I
】
乍
国
防
犯
運
動
か
、
L
「
‖
∵
「

日
か
ら
二
ト
日
ま
で
の
卜
〓
糊
、
乍

川
．
斤
に
美
施
さ
れ
ま
す

ケ
回
の
運
動
の
屯
点
と
し
て
、
侵
入

塩
の
小
で
も
最
も
多
い
　
「
空
き
単
ね
ら

い
」
　
の
防
止
と
、
昨
年
以
来
、
激
増
し

て
い
る
「
日
毎
車
・
オ
ー
ト
ハ
ィ
盗
」

の
防
止
と
の
．
．
つ
を
肌
り
し
け
て
い
ま

露
f
納
警
痴
稟
・
嘉
f
納
地
区
防
犯

協
会
で
は
、
町
役
場
や
町
膿
会
を
ほ
し

め
、
各
関
係
機
関
や
凹
体
の
協
力
を
得

て
、
は
さ
犯
住
民
人
魚
⑧
防
犯
住
民
ハ

レ
ー
ト
旦
防
犯
診
断
温
飯
絶
こ
ん
誹
会

・
映
り
会
な
と
強
力
に
展
閲
し
、
‖
ト

防
犯
清
動
の
推
進
や
各
機
関
、
凶
作
の

防
犯
に
対
す
る
昭
組
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社

人
バ
の
美
現
を
図
っ
て
い
′
ト
こ
と
に
し
て

い
ま
す
・

を
わ
、
・
「
．
日
は
、
γ
後
■
二
時
か
ら

四
時
ま
で
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
防

犯
住
民
大
会
を
行
な
い
、
γ
後
四
時
か

ら
は
、
ハ
レ
ー
ト
に
移
り
ま
す
。

【続】書冊】

「
空
き
巣
ね
ら
い
」
の
防
止

㊨
　
お
か
あ
さ
ん
　
お
う
ち
の
カ
キ
は

た

い

し

ょ

う

ぷ

「
日
毎
車
盗
」
の
防
止

㊨
　
ヵ
キ
か
け
る
　
手
問
を
惜
し
む
な

二
　
二
秒

心
配
ご
と

相
談
に
つ
い
て

あ
な
た
は
心
配
ご
と
に

な
や
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
家
庭
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

や
他
人
と
の
も
め
こ
と
、
仁
侠
の
閑
地
、

親
兄
弟
と
の
も
め
こ
と
等
に
、
毎
日
咄

い
日
を
ト
こ
し
て
は
い
ま
せ
ん
か

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
お
凶
り
の
〃

々
の
た
め
に
、
民
生
児
童
番
1
1
が
中
心

に
な
っ
て
皆
さ
ん
方
の
之
糊
に
な
り
、

す
へ
て
の
心
配
こ
と
に
つ
い
て
こ
相
識

に
あ
ず
か
り
、
間
組
解
決
の
た
め
に
力

添
え
し
て
お
り
ま
す
、

と
ー
そ
わ
‥
刈
軽
に
こ
利
川
ド
さ
い

九
日
二
卜
八
日
、
丁
窮
f
納
四
四
一

の
馨
友
名
利
馨
氏
よ
り
、
米
寿
祝
を
記

念
し
て
、
町
の
細
祉
事
業
の
推
進
に
役

立
て
て
は
し
い
と
い
ー
こ
と
で
、

□
　
町
祉
人
ぷ
鮎
祉
協
班
会
へ
．
二
〇
〃
日

日
　
町
老
人
グ
ラ
フ
地
合
会
へ
．
正
〃

H
、
詔
川
ム
〃
円

仁
〓
六
日
、
丁
屋
良
‥
一
二
の
池
偵

ウ
シ
さ
ん
よ
り
、
故
地
原
曲
某
氏
の
香

典
返
し
と
し
て
、

ロ
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
こ
〃
門

口
　
町
老
人
グ
ラ
フ
迎
合
会
へ
．
．
〃
－
‖
1

封
六
〃
‖

▼
l
－
1
・
一
一
l
T
I
▲
▼
・
▲
l
t
－
●
一
l
t
▲
▼
l
I
I
●
l
I
－
．

※
　
正
接
釆
ら
れ
る
か
ト
紙
で
こ
用
談

卜
さ
い
、

※
　
和
談
内
容
は
絶
対
に
秘
密
に
し
代

用
は
購
料
で
す

◎
相
談
日
－
毎
週
金
帖
‖
1
後
．
時
～

1
後
四
時

㊥
糊
　
所
－
中
央
公
民
館
」
断

裁
－
納
町
社
会
福
祉
協
議
女

心
軋
こ
と
相
談
所

凋
誹
　
四
四
八
九
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草地凪篤氏

行
政
相
談
週
間
は
じ
ま
る

●
苦
情
な
く
し
て
明
る
い
生
晴
／
●

巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設

行
政
管
理
庁
で
は
、
「
苦
情
な
く
し

て
明
る
い
生
ほ
」
を
モ
ノ
ト
ー
に
毎
年

十
月
に
行
政
相
班
週
間
を
全
国
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
来
る
十
月

十
五
日
（
R
こ
　
か
ら
二
十
一
日
（
土
）

ま
で
の
一
週
間
全
国
一
斉
に
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

行
政
相
談
週
間
は
、
国
民
の
福
祉
向

上
と
行
政
の
民
主
的
な
運
営
を
推
進
し

て
い
る
行
政
相
談
制
度
の
趣
旨
を
広
く

一
般
国
民
に
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
別
使
は
、
行
政
管
理
庁

が
国
民
か
ら
の
行
収
に
対
す
る
苦
梢
や

意
見
要
望
等
の
相
談
に
応
じ
、
こ
れ
ら

の
相
談
事
案
を
一
つ
一
つ
国
民
と
間
榛

機
関
と
の
間
に
立
っ
て
あ
っ
せ
ん
し
、

解
決
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
く
行
政

運
営
改
善
の
た
め
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
〔
）

当
町
に
お
い
て
は
、
下
記
に
よ
り
巡

回
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
は
お
‥
刈
軽
に
こ
利
川
下

さ
い
。

日
時
…
十
月
二
卜
一
日
（
卜
こ
午
前
十

時
～
午
後
五
時

場
所
‥
・
嘉
手
納
中
央
公
民
館

役
所
（
国
、
県
、
町
）
　
の
仕
事
で
、

◆
・
・
…
…
し
て
も
ら
い
た
い

●
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い

●
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

●
テ
キ
ハ
キ
や
っ
て
も
ー
や
え
な
い

●
不
親
切
に
さ
れ
た
…
…
…

な
ど
の
苦
楢
や
相
談
の
あ
る
方
で
、
次

の
よ
う
な
相
談
を
扱
い
ま
す
。

道
路
、
河
川
、
農
地
、
郵
憎
、
許
認
可

登
記
、
労
働
、
公
害
防
止
、
項
墟
保
全

交
通
安
全
、
消
雪
老
僕
鳶
、
年
金
保
険

恩
給
、
遺
宮
族
援
凛
、
税
金
、
杜
会
福

祉
、
公
衆
衛
生
、
環
境
衛
生
、
凝
諸
、

専
売
、
公
庫
、
奉
養
団
、
そ
の
他

※
私
人
関
の
争
い
こ
と
や
政
治
問
噂
に

な
っ
て
い
る
も
の
は
扱
い
ま
せ
ん
。
な

お
、
平
日
の
相
談
に
も
応
じ
て
お
り
ま

す
の
で
、
日
銀
、
電
話
、
手
紙
で
お
申

出
下
さ
い
。

【
行
数
欄
駿
l
】

住
所
　
手
水
釜
一
一
二

氏
名
　
幸
地
鳳
等

電
話
　
二
五
〇
〇

l
●
●
●
1
▲
●
－

細
管
よ
。
⑳

住
所
・
支
払
徽
鵬
が

変
わ
っ
た
ら
す
ぐ
に
手
鏡
さ
せ

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
住
所
や

年
金
を
受
取
る
銀
行
、
郵
便
局
を
変
更

し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
、
「
住
所
、
支

払
織
間
変
更
届
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
一

も
し
∵
－
の
届
が
遅
れ
ま
す
と
、
銀

行
疏
金
U
住
へ
の
年
金
振
込
通
知
や
、

郵
悼
局
へ
の
支
払
通
知
が
、
全
部
、
旧

住
所
あ
て
に
送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
以
前
の
銀
行
頭
金
口
座
へ
年
金

が
振
り
込
ま
れ
る
か
、
U
座
が
す
で
に

な
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
年
金
の
振
込

み
が
で
き
な
か
っ
た
り
し
て
、
ご
本
人

は
た
い
へ
ん
岡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
の

届
出
は
す
み
ま
し
た
か

適
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
公

的
年
金
制
俊
に
入
っ
て
い
な
い
人
が
、

す
べ
て
加
入
す
る
国
営
の
年
金
制
度
で

す。

こ
の
国
民
金
年
に
一
定
期
間
加
入
し

て
、
六
十
五
歳
に
な
る
と
老
齢
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
最
低
一

年
以
上
保
険
料
を
納
め
て
い
れ
ば
、
障

害
、
母
子
、
準
母
子
、
遺
児
年
金
を
ど

が
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
加
入
は
早
け

れ
ば
早
い
は
と
よ
い
の
で
す
。

二
十
歳
に
な
っ
た
人
、
他
の
公
的
年

金
か
ら
移
っ
て
き
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、

国
民
年
金
加
入
の
届
出
を
し
て
い
な
い

人
は
、
す
ぐ
に
町
役
場
国
民
年
金
係
へ

出
向
い
て
、
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

年
金
疇
に
物
価
ス
ラ
イ
ド

国
民
年
金
の
老
齢
、
経
書
、
母
子
、

準
母
子
、
辻
児
、
書
婦
な
ど
の
年
金
額

は
、
七
日
分
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
物
価

上
昇
に
す
る
目
減
り
を
補
う
も
の
で
、

い
ず
れ
も
、
前
年
度
の
年
金
額
に
比
べ

て
約
六
・
七
％
程
度
増
離
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
実
際
に
受
け
取
れ
る
の
は
、

六
月
、
七
月
、
八
月
の
各
月
分
が
支
払

わ
れ
る
九
月
の
支
払
期
日
か
ら
で
す
。

凰
長
年
全
書
受
け
ろ
に
は

「
■
定
小
乗
L
 
a

国
民
年
金
は
、
支
給
条
件
を
満
た
し

て
い
て
も
、
ご
本
人
か
ら
の
「
裁
定
の

綿
求
し
が
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
思

う
人
は
、
必
ず
住
所
地
の
市
区
町
村
技

に
1
裁
定
請
求
苔
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
請
求
書
に
は
、
年
金
手
帳
、

戸
籍
抄
本
（
障
害
年
金
の
場
合
は
こ
の

ほ
か
に
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
苔
）

な
ど
年
金
を
受
け
る
必
要
な
資
料
を
つ

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
出
を
し
て
か
ら
、
国
民
年
金

証
書
が
お
手
許
に
届
く
ま
で
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
審
査
が
あ
り
ま
す
の
で
、
普

通
で
約
二
カ
月
ほ
ど
、
内
科
系
の
障
害

年
金
な
ど
は
も
っ
と
長
く
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
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医療費節約にご協力を
l：ニ：ニゴ：とこ史こ：出二二二二二：ニ：㌫：ニ勇二ゴ：ニ：：ゴ二七二：二：ニ克也汝：二嵩ゴ：：士：士ニ：二二二嘉霊鳥旋

昭和的年7月に飴■む曳けた分

加　入　世　帯 �2，393世帯 

被　保　険　者（加入者） �8，712人 

病院で治療を受けた件数 �2．417件 

病院へ支払う治療千の総額 �2，500万円 

患者側が病院へ支払う分 �660万円 
（一部負担金と3割分） 

町が病院へ支払う分 �1，840万円 

日

商

惑

葡

馴

戯

刊

‥

＝
嘉
手
納
町
商
工
会
＝

町
商
工
会
（
伊
波
栄
会
長
、
会
員
五

六
四
名
）
　
で
は
、
八
月
か
ら
十
月
未
ま

で
．
の
三
カ
月
間
を
、
全
員
加
入
増
強
運

動
月
間
と
決
め
、
未
加
入
商
工
業
者
の

加
入
運
動
実
施
中
で
す
。

今
度
の
加
入
運
動
は
、
各
市
町
村
商

工
会
の
連
合
体
で
あ
る
県
商
工
会
連
合

会
設
立
五
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

商
工
会
は
、
商
工
業
の
橙
営
改
善
発

達
を
図
る
た
め
の
、
匠
や
県
の
各
種
の

施
策
制
度
を
国
、
県
に
か
わ
っ
て
商
工

業
者
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
説
明
、

案
内
、
相
談
、
指
導
（
事
業
資
金
案
内

相
談
、
経
営
に
関
す
る
相
談
指
導
等
）

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
商
工
葉
書
の

方
々
が
経
営
に
関
し
て
も
っ
と
も
必
要

と
す
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
間
鰯
に
つ

い
て
学
習
や
研
維
会
を
閃
き
、
町
内
の

商
工
業
者
の
大
半
の
方
々
が
す
で
に
加

入
し
て
、
全
員
の
た
め
に
多
く
の
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

商
工
業
書
の
皆
さ
ん
は
、
お
店
や
事

業
の
発
展
を
図
る
た
め
、
日
夜
ご
努
力

を
払
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

世
の
中
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ

と
と
も
に
お
客
様
の
考
え
方
も
変
化
し

て
参
り
ま
す
。
商
工
業
者
は
こ
の
移
り

変
わ
り
に
遅
れ
を
い
よ
う
に
商
売
、
中

葉
を
営
ま
な
け
れ
ば
を
ら
な
い
時
で
す
。

ま
た
今
ま
で
稲
々
と
も
す
る
と
弱
か
っ

た
商
工
業
者
の
団
結
の
力
を
も
っ
と
強

く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
す
ゥ

商
工
業
者
の
個
々
の
努
力
と
、
団
結

な
ら
び
に
平
素
か
ら
お
客
様
と
共
に
考

え
、
共
に
歩
み
、
そ
し
て
共
々
に
発
展

す
る
と
い
う
周
囲
と
の
協
力
と
協
調
の

心
に
よ
っ
て
、
お
客
や
地
域
の
人
々
か

ら
信
頼
さ
れ
、
ま
た
商
工
業
著
と
し
て

の
誇
り
と
自
信
、
よ
ろ
こ
び
も
涌
い
て

く
る
も
の
で
し
ょ
う
。

商
工
葉
書
の
皆
さ
ん
の
経
営
上
の
間

鴨
、
地
域
経
済
の
問
題
に
つ
い
て
、
商

工
業
巷
が
親
睦
を
深
め
な
が
ら
話
し
合

い
励
み
合
い
、
助
け
あ
い
、
そ
し
て
研

積
を
行
な
う
均
と
し
て
の
商
工
会
へ
の

加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
加
入
に
つ
い
て
は
町
商
工
会
ま

で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
t
二
八
一
〇

賛

今
月
は
、
「
国
民

健
債
保
険
税
納
付
促

進
月
間
」
で
す
。

町
内
の
国
保
加
入

者
の
状
況
と
、
毎
日

の
支
払
状
況
、
そ
し

て
国
保
税
の
関
係
に

つ
い
て
下
の
表
を
ご

ら
ん
く
だ
さ
い
。

こ
の
表
で
わ
か
る

の
は
、
毎
月
平
均
し

て
一
世
帯
一
人
が
病

院
で
治
療
を
受
け
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま

す。

町
が
病
院
へ
支
払

う
金
額
の
う
ち
、
六

百
万
円
近
く
は
加
入

世
帯
に
対
し
て
、
保

険
税
と
し
て
納
め
て

も
ら
わ
ぬ
ば
は
り
ま

せ
ん
。
昭
和
五
十
三

年
度
の
一
か
年
分
に

す
る
と
、
町
が
支
払

う
総
額
は
、
二
億
四

千
万
円
に
も
な
り
、

そ
の
た
め
国
保
税
も

約
一
億
円
を
皆
さ
ん

よ
り
納
め
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
税
が
毎
年
上
が
る
の
は
、
全
国

的
な
治
療
食
の
7
ノ
ブ
に
加
え
て
、
国

保
加
入
書
の
病
院
通
い
が
日
増
し
に
ふ

え
て
い
る
た
め
で
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
が
つ
づ
く
と
、
国

民
健
庸
保
険
の
制
度
を
運
営
す
る
こ
と

が
む
つ
か
し
く
な
り
、
皆
様
方
が
支
払

う
国
保
税
も
、
う
な
ぎ
上
り
に
な
る
で

し
ょ
・
ワ
ニ

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
国
保
税
を
下
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
？

⑩
規
如
正
し
い
食
生
繕
（
食
事
と
睡
眠

を
充
分
に
と
る
）

㊥
町
が
実
施
す
る
健
庸
診
鹿
は
必
ら
ヂ

受
け
る
。

⑳
お
医
者
さ
ん
を
信
用
し
、
病
院
め
ぐ

り
を
さ
け
る
。

⑳
く
す
り
を
ほ
し
が
ら
な
い

●
夜
間
、
休
日
の
受
診
を
さ
け
る

な
ど
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
に
気
を

配
り
、
自
分
の
体
力
を
増
進
さ
せ
、
健

廣
第
一
の
生
活
を
す
る
こ
と
が
、
保
健

税
の
値
上
が
り
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

大
切
な
要
兼
に
を
り
ま
す
。

〝
豊
か
な
生
活
は
、
健
康
左
女
鹿
か
ら
〟

皆
さ
ん
、
医
療
千
の
節
約
に
ご
協
力
下

さ
い
。十

一
月
一
日
～
十
七
日
ま
で

「
税
を
知
る
週
間
」

－
国
税
庁
－

国
税
庁
で
は
国
民
生
活
に
深
い
つ
な

が
り
を
持
っ
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
、

そ
の
仕
組
み
や
使
い
道
な
ど
を
、
国
民

の
骨
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
に
今
年
も
十
一
月
一
日
か
ら
十
七

日
ま
で
を
、
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
て

次
の
計
画
等
を
実
施
し
ま
す
。

①
座
談
会
の
開
催

⑧
税
帯
相
談

⑨
国
税
モ
ニ
タ
ー
や
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
と
の
こ
ん
談

④
税
に
関
す
る
資
料
の
展
示
な
ど

⑤
■
税
に
閑
す
る
作
文
」
の
表
彰

⑥
そ
の
他



広報かでな

大型の第三保育所建設工事着工

来年3月オープン
＝児童の福祉増進を図る＝

1．－

▲来年3月の完成を目指す第三保育所建設工事

広義かでな

▲－■恒■■－■h＿＿こ＝＝二■・＿＿◆一一●＿＿1ごLl．■一一・●√●一㌔●－1＿－－●

－5－

こ
の
は
と
、
霧
声
的
町
第
二
保
＃
所

の
建
設
上
張
が
茸
上
さ
れ
、
来
年
三
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
U

小
笠
地
内
に
、
嘩
慧
莞
竺
依
面
子

∵
一
百
万
余
日
（
う
ち
凶
随
補
助
五
九
％

県
補
助
七
％
、
町
偵
∵
．
〇
％
（
同
比
年

金
積
立
金
還
元
率
蓋
こ
　
の
邑
智
が
投

じ
ら
れ
建
設
さ
れ
る
第
二
保
＃
所
は
、

敷
地
面
積
一
九
八
五
・
二
七
や
七
メ
ー

ト
ル
、
建
築
面
積
が
九
六
九
・
八
〇
平

方
メ
ー
ト
ル
、
防
音
、
冷
房
装
恵
が
完

備
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建

の
モ
ダ
ン
な
建
物
で
、
」
二
〇
人
も
の

児
童
が
収
容
で
き
る
と
い
う
文
小
．
r
ど
お

り
大
規
模
な
も
の
。
完
成
す
る
と
県
内

で
も
ト
′
フ
ク
ラ
ス
の
も
の
に
な
り
ま

保
が
所
の
析
段
に
つ
い
て
は
、
急
を

嬰
す
る
問
也
と
し
な
が
ら
も
、
建
設
目

地
の
確
保
で
に
幽
艶
を
来
た
し
、
建
設

が
遅
れ
l
て
い
ま
し
た
が
、
前
年
度
、
水

釜
地
内
に
川
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
、
ヶ
国
の
椚
t
の
運
び
と
な
っ
た
も

の
で
す
し

秋
の
環
境
衛
生
月
間
実
施
中
／

町
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

－
保
健
衛
生
課
－

即
で
は
、
こ
の

人
型
保
育
所
を
は

じ
め
、
先
頃
オ
ー

プ
ン
し
、
地
域
の

．
㌣
供
た
ち
か
ら
た

い
∵
ル
葺
ほ
れ
て

い
る
水
義
兄
坑
公

岨
や
ヶ
年
度
中
に

建
設
．
㌢
走
の
侵
良

児
童
余
岨
な
と
、

町
内
の
瑞
保
應
児

童
．
h
対
し
、
必
嬰

I
b
保
護
を
一
日
・
′
と

と
も
に
、
情
操
敷

石
の
用
で
あ
る
児

蛍
公
園
を
建
設
し
、

児
崩
の
福
祉
増
進

を
囲
っ
て
い
′
、
力

射
て
さ

【■　旨】

町
民
の
す
べ
て
が
、
涌
潔
で
快
適
な

生
清
を
営
む
た
め
に
は
、
各
等
庭
か
ら

排
出
さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
及
び
事
業
活

動
に
伴
っ
て
生
ず
る
産
業
廃
棄
物
が
、

極
力
再
利
用
減
i
化
さ
れ
、
か
つ
迅
速
、

適
正
に
処
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、
食
中

毒
及
び
伝
染
病
を
媒
介
す
る
恐
れ
の
あ

る
衛
牛
窓
虫
の
駆
除
が
、
有
効
に
美
施

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
〔
1
　
そ
の
美

鍼
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の
1
1
三
し
い
理

鰐
と
相
槌
的
な
偶
力
が
あ
っ
て
初
め
て

寮
効
を
挙
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
・
r
H
．
日
か

ら
二
卜
．
〓
ま
で
を
、
「
秋
の
環
境
衡

坐
り
肌
」
と
定
め
、
町
が
中
心
と
な
り

各
柚
用
件
の
組
織
活
動
を
総
合
的
に
推

進
し
．
地
域
の
美
化
、
生
活
現
場
の
浄

化
及
ひ
公
衆
衛
生
の
向
上
を
由
る
こ
と

を
目
標
に
、
全
町
的
な
美
化
沼
嗣
運
動

を
賊
閲
す
る
二
と
に
よ
り
、
項
城
彿
亘

川
心
怨
の
∴
川
糊
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る【名　称】

「
秋
の
環
境
衛
生
日
間
」

【期　間】

昭
利
九
卜
∵
一
年
十
日
－
‖
∵
－
∵
．
ト

ロ
二
か
月
間
）

【
舞
上
t
開
】

主
唱
　
素
手
納
町
報
知

後
援
　
各
区
自
治
会
、
各
‥
．
「
校
、
商

⊥
念
、
婦
人
会
、
老
人
∵
ア
ラ

ブ

協
鷲
　
差
脂
組
合
、
托
交
業
親
へ
U
、

漁
業
組
ね

【
暮
点
日
徽
】

小
　
二
み
の
減
址
化
促
進
と
草
源
こ
み

の
回
収

②
　
こ
み
の
分
別
収
眼
の
徹
底

1
3
　
‥
斉
川
川
舶
日
の
設
定

叫
　
旺
ハ
日
清
柑
日
の
設
定

ふ
　
公
衆
道
徳
の
高
槻
と
消
潔
の
保
持

㈲
　
砺
坐
骨
日
出
駆
除
の
徹
底

1
7
　
し
届
浄
化
そ
・
）
の
維
持
管
理
の
臓

8
　
椎
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
の
徹
底

上
下
水
道
料
金
の

自
動
支
払
い
の
お
す
す
め
′
．

・
－
水
　
道
　
株
－

町
水
道
謂
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度

の
七
日
分
（
八
月
徴
収
）
　
の
水
道
料
金

よ
り
、
町
艮
皆
様
の
便
宜
を
図
り
、
n

抱
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
料
金
の
自
動

支
払
い
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
”

こ
の
制
度
は
、
一
度
お
申
込
み
い
た

だ
く
だ
け
で
、
納
期
こ
と
の
上
下
水
道

料
金
が
、
取
引
き
先
の
金
融
機
関
の
頂

金
目
座
か
ら
自
動
的
に
支
払
い
さ
れ
、

次
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
ま
す

と
う
そ
、
こ
利
用
く
だ
さ
い
「

♯
こ
ん
な
に
仲
利
で
す
▲

0
　
町
役
朋
や
各
射
引
金
曲
機
関
に

出
向
か
を
く
で
も
自
動
的
に
納
付

で
き
ま
す
。

○
　
納
期
を
お
忘
れ
に
在
っ
て
も
督

促
を
受
け
る
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん

〇
　
二
不
在
が
ち
の
ガ
や
お
仕
事
の

忙
し
い
ガ
に
は
特
に
便
利
で
す

渥
手
続
は
山
度
だ
け
で
O
K

O
　
こ
の
制
度
を
利
〓
す
る
糊
合
い

の
手
杭
は
「
上
下
水
道
料
金
の
日

動
支
払
依
紹
元
」
を
こ
希
望
の
金

剛
錦
岡
か
町
役
場
水
道
謀
に
．
度

提
出
す
る
だ
け
で
す
。

○
　
〃
．
こ
郁
合
の
わ
る
い
場
人
目
い

の
取
消
し
は
こ
日
出
で
す

〇
　
日
紙
は
町
役
湖
水
通
謀
ま
た
は

金
融
機
関
に
備
え
て
あ
り
ま
㌻

※
納
付
1
t
日
は
底
指
金
融
機
関
へ

○
　
毎
月
の
料
金
の
納
付
代
＝
は
役
糊

か
ら
直
接
こ
指
定
の
金
融
機
関
へ

送
ら
れ
ま
す
。

○
　
握
作
目
は
原
則
と
し
て
納
期
最

終
日
と
な
り
ま
す
し

※
約
人
消
通
知
書
兼
補
収
差
は

役
場
か
ら
お
声
も
と
へ

○
　
こ
指
定
の
出
金
日
蛙
か
ら
の
振

棒
が
終
り
ま
す
と
祖
収
血
書
は
町

役
場
か
ら
お
r
許
へ
届
け
ら
れ
ま

す
し

＊
こ
利
川
で
き
る
金
曲
機
関
は

次
の
と
お
り
で
す

○
琉
球
銀
行
部
下
納
友
情

0
沖
縄
銀
行
前
r
机
支
店

○
沖
縄
相
克
銀
行
嘉
手
納
支
店

○
嘉
手
納
町
農
業
協
同
組
合

○
コ
サ
山
川
金
庫
番
f
納
出
張
所

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
役
場

水
道
諸
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（
電
誼
　
四
四
二
九
）

第
二
回
全
国
防
犯
運
動
実
施
中

強
力
な
防
犯
運
動
を
展
開

＝
嘉
手
納
盤
－
察
署
・
嘉
手
納
地
区
防
犯
協
会
1
－

第
二
l
I
I
】
乍
国
防
犯
運
動
か
、
L
「
‖
∵
「

日
か
ら
二
ト
日
ま
で
の
卜
〓
糊
、
乍

川
．
斤
に
美
施
さ
れ
ま
す

ケ
回
の
運
動
の
屯
点
と
し
て
、
侵
入

塩
の
小
で
も
最
も
多
い
　
「
空
き
単
ね
ら

い
」
　
の
防
止
と
、
昨
年
以
来
、
激
増
し

て
い
る
「
日
毎
車
・
オ
ー
ト
ハ
ィ
盗
」

の
防
止
と
の
．
．
つ
を
肌
り
し
け
て
い
ま

露
f
納
警
痴
稟
・
嘉
f
納
地
区
防
犯

協
会
で
は
、
町
役
場
や
町
膿
会
を
ほ
し

め
、
各
関
係
機
関
や
凹
体
の
協
力
を
得

て
、
は
さ
犯
住
民
人
魚
⑧
防
犯
住
民
ハ

レ
ー
ト
旦
防
犯
診
断
温
飯
絶
こ
ん
誹
会

・
映
り
会
な
と
強
力
に
展
閲
し
、
‖
ト

防
犯
清
動
の
推
進
や
各
機
関
、
凶
作
の

防
犯
に
対
す
る
昭
組
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
地
域
社

人
バ
の
美
現
を
図
っ
て
い
′
ト
こ
と
に
し
て

い
ま
す
・

を
わ
、
・
「
．
日
は
、
γ
後
■
二
時
か
ら

四
時
ま
で
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
防

犯
住
民
大
会
を
行
な
い
、
γ
後
四
時
か

ら
は
、
ハ
レ
ー
ト
に
移
り
ま
す
。

【続】書冊】

「
空
き
巣
ね
ら
い
」
の
防
止

㊨
　
お
か
あ
さ
ん
　
お
う
ち
の
カ
キ
は

た

い

し

ょ

う

ぷ

「
日
毎
車
盗
」
の
防
止

㊨
　
ヵ
キ
か
け
る
　
手
問
を
惜
し
む
な

二
　
二
秒

心
配
ご
と

相
談
に
つ
い
て

あ
な
た
は
心
配
ご
と
に

な
や
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
家
庭
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

や
他
人
と
の
も
め
こ
と
、
仁
侠
の
閑
地
、

親
兄
弟
と
の
も
め
こ
と
等
に
、
毎
日
咄

い
日
を
ト
こ
し
て
は
い
ま
せ
ん
か

こ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
お
凶
り
の
〃

々
の
た
め
に
、
民
生
児
童
番
1
1
が
中
心

に
な
っ
て
皆
さ
ん
方
の
之
糊
に
な
り
、

す
へ
て
の
心
配
こ
と
に
つ
い
て
こ
相
識

に
あ
ず
か
り
、
間
組
解
決
の
た
め
に
力

添
え
し
て
お
り
ま
す
、

と
ー
そ
わ
‥
刈
軽
に
こ
利
川
ド
さ
い

九
日
二
卜
八
日
、
丁
窮
f
納
四
四
一

の
馨
友
名
利
馨
氏
よ
り
、
米
寿
祝
を
記

念
し
て
、
町
の
細
祉
事
業
の
推
進
に
役

立
て
て
は
し
い
と
い
ー
こ
と
で
、

□
　
町
祉
人
ぷ
鮎
祉
協
班
会
へ
．
二
〇
〃
日

日
　
町
老
人
グ
ラ
フ
地
合
会
へ
．
正
〃

H
、
詔
川
ム
〃
円

仁
〓
六
日
、
丁
屋
良
‥
一
二
の
池
偵

ウ
シ
さ
ん
よ
り
、
故
地
原
曲
某
氏
の
香

典
返
し
と
し
て
、

ロ
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
こ
〃
門

口
　
町
老
人
グ
ラ
フ
迎
合
会
へ
．
．
〃
－
‖
1

封
六
〃
‖

▼
l
－
1
・
一
一
l
T
I
▲
▼
・
▲
l
t
－
●
一
l
t
▲
▼
l
I
I
●
l
I
－
．

※
　
正
接
釆
ら
れ
る
か
ト
紙
で
こ
用
談

卜
さ
い
、

※
　
和
談
内
容
は
絶
対
に
秘
密
に
し
代

用
は
購
料
で
す

◎
相
談
日
－
毎
週
金
帖
‖
1
後
．
時
～

1
後
四
時

㊥
糊
　
所
－
中
央
公
民
館
」
断

裁
－
納
町
社
会
福
祉
協
議
女

心
軋
こ
と
相
談
所

凋
誹
　
四
四
八
九



広報かでな

■予防疲覆日程衰

権　　穎 �亘左　当　名 �実施月日及び時間 �場　　所 

Ul〉11し追加及ひ1回計 �生後24【・－48ケ月 �10月18日（12：30～2：00 �中央公民蛇3臨ホール 　〃 
ク（2回目） ��1月8日（ 

ク（3匝旧） ��12郎7日（ 

インフルエンサ＝回計 �嘉手納小学校 ′ノ幼稚凪 �11月4日（l：00、4：00） � 

LZ回目） �屋　良／′ �11月18日（ 

インフルエンサll回目） �嘉手納中学校 �11月日日（l：0ト4：00 � 

（2匡】自 �屋烏′小学校 �11月25日（ 

ホリオ伸児マヒ） �生後3－48ケ月 �11月29日日2：30－2：00 � 

麻診（はしか） �生後12へ－48ケ月 �1月以降 �未　定 

D1、3期 �小学校6年生 �2月†7日HZ：3ト2：OC） �中央公民館3髄ホール 

昭和53年10月16日

編集と発行　一

転「丁　坑写　寸　的町　役場

編軋　六川l購　い日射ム鞘信

嘉　▲机叫’；・▲嘉　納椚番地
〒904－－02
℡（098976）200l・2628

g

蒜1三報一府やぬ

雷－

シ
リ
ト
ス

今
月
の
健
康
（
六
）

町
保
健
衛
生
課

や
防
接
柚
に
つ
い
て

り
≠
れ
の
悲
長
調
わ
工
よ
れ
は
、
病

院
等
を
訪
れ
る
小
児
の
巨
．
～
卜
．
．
％

は
、
k
染
作
疾
偲
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
手
で
す
　
二
の
よ
ー
ノ
な
は
凄
病
は
、
保

菌
お
か
ら
虹
技
、
あ
る
い
は
問
指
的
に

病
悼
蘭
か
・
ノ
リ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
発

H
・
」
」
・
？
も
の
で
、
そ
の
対
策
と
し
て
重

度
七
も
ハ
‥
㌧
r
防
接
柚
が
あ
り
上
ふ
」
1

予
防
緩
覆
と
は

大
部
分
の
は
染
病
は
、
」
度
か
か
る

と
▲
．
度
と
H
L
病
ハ
机
に
か
か
ら
を
い
力

を
作
‥
し
㌧
え
ま
す
　
そ
の
力
を
免
疫
と

い
＝
∵
ま
す
が
、
伝
染
病
の
原
因
と
な
る

机
間
作
や
そ
の
毒
素
を
織
し
た
り
、
弱

机
た
り
し
た
物
折
目
（
［
′
ク
ナ
ン
）
を
、

人
∵
仁
的
．
ト
作
内
に
入
れ
て
、
免
疫
を
与

㌧
・
つ
い
が
「
防
接
柚
で
す

予
防
蝶
書
の
日
程
決
量
る

剛
こ
は
．
へ
′
日
よ
り
別
点
の
と
お
り

∵
　
ナ
防
指
桟
を
行
な
い
ま
す
の
で
、

芯
i
∴
7
日
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

お
母
さ
ん
方
へ

近
年
、
ナ
防
接
柚
の
捕
規
や
国
政
が

増
え
、
多
少
、
わ
母
さ
ん
ガ
の
■
‖
惑
い

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
梱
類
に
よ

り
で
は
、
一
定
剛
問
を
お
い
て
放
回
様

相
す
る
も
の
も
あ
り
、
不
｛
山
賀
を
烹
り

ん
で
は
効
黒
が
半
減
さ
れ
る
ば
か
り
か

七
′
ト
無
駄
に
終
わ
る
場
へ
日
も
あ
り
ま
1

の
て
こ
注
意
ド
さ
い

通
知
を
受
け
た
ら
、
注
意
事
項
の
確

認
と
問
診
票
の
記
入
は
も
ち
ろ
ん
で
す

か
、
ナ
供
の
作
閏
や
健
頂
伏
態
に
も
留

〝
U
し
て
お
さ
ま
し
ょ
・
J

●
問
診
票
の
記
入
で
き
な
い
と
こ
ろ
や

疑
問
を
点
は
、
会
場
の
医
師
か
、
前

も
っ
て
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談

す
る

通
知
の
方
法

抜
樋
口
の
川
、
止
目
前
に
、
自
治
会

よ
り
通
t
u
吾
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

出
生
や
転
居
尊
は

鴫
日
に
届
出
i
こ
と

該
．
1
j
名
の
選
定
は
、
住
民
嬉
々
ム
‖
帳

に
基
つ
き
ま
す
の
で
、
山
里
や
転
居
；

と
が
あ
っ
た
棚
倉
、
確
美
に
届
出
な
い

と
、
通
知
が
‥
付
き
届
か
な
い
糊
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
注
芯
下
さ
い

な
わ
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
な
さ
れ

た
お
．
r
さ
ん
の
い
る
家
庭
は
、
先
は
地

で
や
け
た
♪
防
接
輔
を
確
認
す
る
必
孝

が
あ
り
よ
す
の
で
、
ハ
カ
キ
か
届
き
ま

し
た
ら
＝
叱
井
、
保
健
衛
生
課
（
叫
喚
公

艮
館
内
）
　
ま
で
こ
足
労
麒
い
ヰ
て
す

〟・

次
の
少
を
守
り
ま
し
ょ

●
′
供
の
趣
味
状
態
を

よ
′
ヽ
知
っ
て
い
る
ム

母
さ
ん
が
つ
れ
て
く

イ
Q
L

●
通
知
か
、
問
診
票
を

確
認
し
、
母
子
郎
使

保
険
手
帳
を
持
参
す

る
っ

●
受
け
た
日
と
翌
日
は
、

岨
呂
に
人
い
れ
を
い

事
が
多
い
の
で
、
そ

の
前
日
に
入
浴
さ
せ

る。
●
受
け
る
前
は
、
は
げ

し
い
運
動
を
さ
せ
を

●
官
で
体
温
を
計
っ
て

お
く
。

初
の
ナ
イ
タ
ー
陸
上

第
3
1
回
陸
上
競
技
大
会

…
八
種
目
に
大
会
新
記
録
…

町
作
存
協
会
（
比
嘉
別
盛
会
長
し
－

催
の
仲
里
．
∴
ト
・
■
回
睦
h
誠
持
入
会
か
、

九
日
二
卜
四
日
、
顔
－
納
小
小
ッ
う
　
ノ

ト
．
∵
〃
＝
∴
し
行
∵
す
わ
．
れ
ま
し
た

ケ
大
会
に
、
八
細
目
に
入
会
銅
山
録

か
出
た
も
の
の
、
瞳
技
閻
始
純
、
＝
蝋
両

∴
兄
姉
か
l
t
．
時
中
断
さ
れ
、
両
か
1

J
り
り
1
カ
J
／
■
1
便
　
峠
∴
再
閲
．

1
俺
へ
時
　
∵
、
－
日
程
を
絡
．
・
・
■
・
1
・
句
ヒ
．

・
㌧
…
凡
例
ハ
ナ
ノ
▲
ハ
γ
・
－
陀
上
七
七
日
よ

し

／

■－
．
九
、
人
余
成
ト
m
り
〕
次
J
L
一
ム
り
二
、

す。
【
男
子
l
　
　
　
　
　
【
女
子
】

．
位
－
来
い
　
　
　
　
・
∵
＝
勺
．
t

h
J
 
J
U
I
Y
▲
　
　
　
　
　
　
　
．
上
　
■
r
L
 
Y
．

・

り

一

■

●

（

　

　

　

　

　

　

・

・

．

一

卜

Ⅵ

ィ

．

【
総
合
成
■
】
　
■
u
千
畑
持
た
′
、
バ

ー
∴
日
日
・
‥
▲
、
・
J
L
∴
‥
・
．

便
順
－
・
北
■
寸

．
．
け
　
■
「
U
．
く
一

一

．

●

－

　

　

■

H

r

■

二
位
＝
南
H

住
み
よ
い
叫
つ
く
り
に
躍
進
／

屋
良
城
跡
公
l
園
建
設
事
業

緑
に
乏
し
い
町
を
緑
で
つ
つ
み
、
地
域

環
境
の
整
備
を
促
進
し
て
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
目
標
に
す
る
と
し
て
、
昭
和
五

十
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
町
民
待
望
の

屋
良
城
跡
公
園
建
豆
事
業
（
総
事
業
費
六

億
四
千
二
百
万
余
円
）
は
、
本
年
度
で
用

地
の
収
得
が
は
ば
完
了
し
、
公
理
建
設
工

事
も
順
調
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
建
設
工
事
と
し
て
は
、
前
年
度
に

展
望
休
憩
舎
（
写
東
）
を
は
じ
め
、
護
岸
、

園
内
造
成
な
ど
の
工
事
が
執
行
さ
れ
て
お

り
、
本
年
度
は
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
池
、
中
央
階
段
、
展
望
台
、
ト
イ
レ
、

水
番
場
、
ベ
ン
チ
な
と
の
施
設
が
執
行
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
屋
良
城
跡
公
園
と
し
て
完
成
す
る

の
は
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
の
予
定
で
す
。


